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特集

■一部変更になることもあります

編集後記
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地域看護学と公衆衛生看護学 Part2
保健師学生が学ぶ公衆衛生看護学再考

保健師学生が学ぶ公衆衛生看護学とは　　佐伯和子
専攻科での教育と大学院での教育　　江藤真紀
地域看護専門看護師の働きと保健師との関係　　持田恵理
統合カリキュラム専門学校における保健師教育　　佐藤雅子
産業保健・学校保健に必要な教育内容　　荒木田美香子
【特別記事】
［座談会］基礎教育における訪問看護「学」　　山田雅子／棚橋さつき／佐々木静枝／櫻井雅代／川越博美
【連載】
「書く力」でステキな看護師をつくろう・3　　三原祥子
PBL再考─教員として体験したマクマスター大学における PBL・6（最終回）　　Mernagh豊澤英子
九州・沖縄からの風　学生が綴る看護への想い・6　　新里　葵
実習の経験知　育ちの支援で師は育つ・10　　新納美美
ナイチンゲール伝・12　　茨木　保
Mail From USA─『JNE』を読み，世界の看護教育の流れを知る・38　　原田奈穂子

●連続特集のうち今回は，保健師学生ではなく看護学生が学ぶ
地域看護学についてなのではありますが，殊に専門学校におい
てはこの科目名で講義を行っているケースは少なく，タイトな
カリキュラム上，「在宅看護，訪問看護」に内容が絞られること
が多いようです。しかし，地域看護学はもっと大きな概念。た
とえそれらの科目名であったとしても，冒頭の座談会や愛知県
のお原稿のように，あくまで“地域看護学をふまえたうえ”で教
育にあたっていただきたいと思います。●もっとも，これも座
談会で語られましたが，それぞれの「学」の共通認識が固まって
いないのも事実。であるならば，教える先生がどうとらえるか
が重要になります。そんなときにこそ，現場の保健師や訪問看
護師と話し合い，教育に向けて協働するチャンス。今回の特集
がそのきっかけになれば幸いです。 …大野

●つい先日，事件は起きました。ぎっくり腰です。その衝撃は
まさに「魔女の一撃」。どうにか眠りについたものの，翌朝がま
た悲劇です。ベッドから降りるのも一苦労。体温を上げるため
太陽の当たる場所を目指すトカゲのように，のそのそと少しず
つ身体の位置をずらします。2分かけて靴下を履き，膝をつい
て顔を洗い，歩行者に追い抜かれながらも何とか自転車を操っ
て会社に到着した頃には，もう始業時刻ぎりぎりでした。●こ
の痛みを取るにはどうすれば。整形外科を受診すべきか，それ
とも接骨院か。この近くだとどこだっけ。7年住んでいる家の
周りのことをほとんど把握できていないと気づかされ，「地域」
の勉強をせねば，と決意を新たにしたのでした。来月号で元気
な姿をお見せできるよう，当分は毎日リハビリ通院です。皆さ
ん，くれぐれもぎっくり腰にはお気をつけください。 …加藤
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